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「ウェイヴァリー」とウォルター・スコット
佐藤猛郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　Walter　Scott　has　no　business　to　write　novels，　especially　good　ones．一一一
It　is　not　fair．一一一He　has　fame　and　profit　enough　as　a　poet，　and　should
not　be　taking　the　bread　out　6f　other　people’s　mouths．一一一1　d6　not　like
him，＆do　not　mean　to　like　Waverley　if　I　can　help　it－一一　but　fear　1　must．
　　　　　　　　　（Jane　Austen　tQ　Anna　Austen，28　September，1814）①
　（ウォルター・スコットは小説，とくに良い小説を書く必要はないのです。
一不公平ではありませんか一彼は詩人として名声も収入も得ているのですから，
他人の生活を脅やかすぺきではありません。私は彼を好きにはなれませんし，
「ウェィブァリー」だって，できれば好きになりたくないのです一でも残念
ながら，どうしても好きになってしまいそうです）
　Sir　Watler　Scott（1771－1832）の小説第一作Waverleyは1814年7月
7日に匿名で発表された。発表と同時にこの作品は大反響をまき起し，英国中の人
々が奪い合いで，これをむさぼり読んだと伝えられている。匿名出版ではあったが，
上に引用したオーステソの手紙からも知られるように，発表当時から作者がウォル
ター・スコットだと信じていた読書人の数は多かったらしく，その作者は，いわば
公然の秘密だったといってよかろう。
　この小説は1745－6年に起きたスチュアート王党派による反乱事件，いわゆる
“Forty－five”をその題材としている。スチュアート王家というのは1688年あ
名誉革命によって英国王位を追われた一族である。代々の王の洗礼名がJacob
だったことから，この王家に心を寄せる同士はJacobiteと呼ばれている。またこの
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王家がもともとスコットランド王家だったこともあって，スコットラソドにこの
Jacobiteが多かったようである。新らしいハノーヴァ王家の政権に対する反乱事
件が十八世紀において，主にスコットランドを中心として頻発したのも，こういう
事情によることが多かったようだ。その中でも大きかったのは，王位を追われたジ
ェイムズニ世の王子で01d　Pretellderと呼ばれているJames　Flancis　Edward
（1688－1766）による，1715年のいわゆる‘‘Fifteen”の反乱事件と，さらに
Old　Pretenderの息子でYoゴng　Pretenderと称されているCharles　Edward
王子（1720－1788）による前述の‘‘Forty－five”　だった。
　スコットの曽祖父Watler　Scott　the　Beardie（Vげのウォルター・スコット）
も熱烈なJacobite’ﾅ，‘‘Fifteen”の反乱軍に加わったため，土地財産をすべて
没収され，本家すじにあたるバックルー公爵夫人のとりなしで，やっと処刊だけは
免かれたという。少年時代のスコットは，この英雄的な曽祖父の逸話に胸を躍らせ
たり，　‘‘Forty－five”‘こ出陣した古老たち，とく1こ遠縁にあたるStuart　of
Invernahyleの話に心を奪われているうちに，子供ながらもいっぱしのJacobite
になり，‘‘Forty－　five”が鎮圧されたあと，政府軍leよる残党狩りの苛酷さ，残虐
iさに悲憤の情をたぎらせたり，英雄的なチャールズ王子の魅力にすっかり虜になっ
てしまっていたとのことだ。②もっとも成人してからは，スコットのJacobitism
も心情的なものに変質していき，‘‘inclmed　for　the　public　weal　to　the　present
succession”（世人の幸わせのため，現在の王家支持に傾いている）と友人への手
紙に書いている彼であるが，③　その反面魅惑的なチャールズ王子のイメージから
脱却できないでいるなどとも言っている。④
　そうしているうちに，たまたま1802年に歴史家John　Humeによる
AHistoり，　of　the　Rebe〃ion　in　the　Yβar　1745が出版され，それまでタブーと
されていたその題材が初めてとりあげられるに至った。スコットは勿論それを読ん
だはずだが，政府軍サイドに立っている作者によって，そこに述ぺられている内容
が，スコットが心に描いたものとは全く異質なものである点と，国王ジョージ三世
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ic献呈される関係からか，政府軍の残虐行為にはほとんど触れていない点などに彼
は不満を抱いていた模様で，⑤　やがて自分もこの題材をとりあげて，自分なりの
解釈を世に問いたいと思うようになったらしい。1806年1ご友人のRobert　Surtees
に宛てた手紙の中でも，　「これを古い話をまとめた逸話集の形にするほうが良いか，
それとも，伝承的な詩の形を踏襲した現代版バラッドにするほうが良いか，私はま
だ真剣に考えてはいませんが，貴兄の励ましに力を得ましたので，私は何かを，し
かも早急に，しなくてはならないと心に決めた次第です」と述べている。④
　スコットが1829年の全集版につけた序文によると，1805年項晦ε71飢or
Tis　Fifty　y勿7∫Sineeという題で最初の7章ほどを書いたとのことだが，このべ
んの時期はやや疑問があり，上記の手紙の件を考慮すれば，実際忙手がけたのは
1806年ごろと考えるほうが無難かもしれない。スコットはこれを友人のアースキ
ソに見てもらったが，アースキソの反応が冷やかだったため，これを中断して，原
稿は机の抽斗にしまい込んでおかれたようだ。スコットの話によれば，数年後，偶
然彼はそれを見っけて，再び興味をそそられ，書き読けたのがWaverley，　or
Tis　SiXty　Years　Sinceだということだが，スコットが共同経営者となっていた
John　Ballantyne　and　Co．の1809年一1810年の新刊予定リスト（e　Waverley，
or’Ms・Sixty】陀傭Sinceの名が見えることから，スコットが1809年頃再びこ
の創作にとりかかっていたことは確かである。H．グリアヌソが「スコット書翰集」
につけた注によれば，1810年当時スコットが書き足していた第八章から第十四章
lF関して意見を求められた友人のジェイムズ・パランタインが，　「タリー・ヴィオ
ラン訪問」の部分をvulgerだと評し，反対はしないまでも　‘‘only　mildly
encouraging”だったため，　e．れは再度中断されてしまったもCi5のようだ。⑥
1805年から1809年といえば，スコットが「最後の吟遊詩人の歌」（1805），
「マーミオン」（1808），　「湖上の美人」（1810）といった長編詩をつぎつぎに発
表し，詩人としての名声をほしいままにしていた時期で，スコット自身は詩作ic忙
しかったことであろうし，友人たちにしても，小説を書くという冒険のために，彼
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の名声IC傷がつくことを恐れていたのでもあろう。
　ここにいよいよ詩人バイロン（1788－1824）が登場する。彼が発表した長編詩
「チャイルド・ハロルドの遍歴」（1812－18）は忽ちにして彼を文学界の寵児に仕
立てあげ，スコットの地位を脅やかすまでになった。
　自分の詩才に過大なイリュージョンを抱かないのがスコットの特徴で，彼はパイ
ロソと競合しない活動分野を求める。そこにあるのが中断されたままになっている
「ウェイヴァリー」だ。いちど興に乗れば，奔流のように流れだす‘‘creative　urge　
が彼icはあった。スコットの嘉落で穏やかな作風にまどわされて，この火を吹くよ
うな創作欲が見落され勝ちなのだが，この点に着目したティルヤードの慧眼は流石
である。⑦スコットは最後の2巻，つまり24章から72章までを3週間で書きあげ
たとのことだが，たまたま彼の書斉を見降ろす部屋に住んでいた友人の話を，J・G．
ロヅクハートが紹介している。その青年は，ふと見降してスコソトの書斉を見たと
ころ，スコットの手が原稿用紙を次から次へと，魔ICつかれたかのように書きあげ
ていくさまce眼が釘ずけにされてしまったという。しかもその手が，疲れを知らぬ
もののように，毎晩のようle原稿を書き続けているので，気になってたまらず，最
後CCは耐えられないほどだったという。⑧
　こうして完成したのが「ウェイヴァリー」だが，最初の7章を書いた頃から，か
れこれ10年近くの時が流れてしまっていて，スコットはもう43才の円熟期に入って
いる，当然前半の作風と後半部とのギャップが目立つわけで，発表当時から，最初
の7章は余計だとの評も多かった。しかし，スコット自身，前半部分ICは切るに切
れない思いがこめられているので，残しておきたいのだ，と書いているし，また近
年「ウェイヴァリー」の再評価が進むにつれて，前半部分に主要なテーマの鍵が含
まれていることが解明されて，その重要性が認められてきている。しかし，どう弁
護して見ても，この作品が文体や構成の面で異質な要素がまじり合っているという
ことは忌めない事実として認めなくてはならない。しかし，もっと重要なことは，
このような欠陥1こもかかわらず，これがすぐれた作品だということである。この
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作品の魅力はスコットの作品の中でも極立っているし，英文学史上数ある小説のな
かでも，読む人の心にひびく感動，人の心を酔わせる魅力において，これほどの作
品を私は余り多くを知らない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿
　1817年1月にスコットはく2ttarterly　Review誌に無署名の書評をのせた。そ
れはおもに刊行されたばかりの自作の小説77ie　Blaek　Dwarf（1816）と
Old　Mortality（1816）に関するものだが，すでに発行されたスコットの小説
作品にも言及してあって，作者自身が自作の小説を批評するという英文学史上でも
珍らしい資料となっているのだが，その中でスコヅトはそれらの小説の主人公がど
うも性格が弱くて物足りないことについて次のように言っている。
　　In　addition　to　the　loose　and　incoherent　style　of　the　narration’，　another
　leading　fault　ill　these　novels　is　the　total　want　of　interest　which　the　reader
　attaches　to　the　character　of　the　hero．　Waverly，　Bro㎜，　or　Bertram　in
　GuアMannen’ng・and　Lovel　in　7he　Antiquary，　are　a皿brethren　of　a　fmaily，
、very　amiable　and　very　insipid　sort　of　young　men．　We　think　’翌?@can
　perceive　that　this　error　is　also　in　some　degree　occasioned　by　the　dramatic
　principle　upon　which　the　author　frarnes　his　plots．　His　chief　characters　are
　never　actors，　but　always　acted　upon　by　the　spur　of　circumstances，　and
have　their　fates　uniformly　determiled　by　the　agency　of　the　subordinate
　persons．　This　arises　from　the　author　having　usually　represented　them　as
　f（）reigners　to　whom　everything　in　Scotland　is　strange，一一一a　circumstance
　which　serves　as　his　apology　fbr　entering　into　many　minute　details　which
　are　reflectively，　as　it　were，　addressed　to　the　reader　through　the　medium
　of　the　hero．　While　he　is　going　ihto　explanations　and　details　which，
　addressed　directly　to　the　reader，　might　appear　tiresome　and　unnecessary，
　he　gives　interest　to　them　by　exhibiting　the　effect　which　they　produce
　upon　the　principal　person　of　his　drama，　and　at　the　same　time　obtains
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apatient　headng　for　what　might　otherwise　be　passed　over　without　atten・
tion．　But　if　he　gains　this　advantage，　it　is　by　sacrificing　the　character　of
the　hero．　No　olle　can　be　interesting　to　the　reader　who　is　not　h㎞self
aprime　agent　in　the　scene．．．
　The　insipidity　of　this　author’s　heroes　may　be　also　in　part　referred　to
the　readiness　with　which　he　twists　and　turns　his　story　to　produce　some
immediate　an（1　perhaps　temporary　effect．　This　could　hardly　be　done
without　representilg　the　p血1cipal　character　either　as血consistent　or
flexible　in　his　p血ciple．　The　ease　with　which　Waverley　adopts　and　after・
wards　fbrsakes　the　Jacobite　party　in　1745　is　a　good　example　of　what　we
mean．　Had　he　been　paillted　as　a　steady　character，　his　conduct　would
have　been　improbable．　The　author　was　aware　of　this；and　yet，　unwi皿ing
to　relinquiSh　an　opPortUnity　of　introduc㎞g　the　interior　of　the　Chevalier’s
m血tary　court，　the　circumstances　of　the　battle　of　Prestonpans，　and　so
forth，　he　hesitates　not　to　sacrifice　poor　Waverley，　and　to　represent　him
as　a　reed　blown　about　at　the　pleasure　of　every・breeze＿．⑨
　（語り口が散慢でまとまりを欠いていることのほかに，これらの小説のもう
ひとつの大きな欠点は，読者が主人公の性格に全く興味を持てないということ
である。ウェイヴァリー，　「ガイ・マナリソグ」のブラウンー実はバートラ
ム，それに「好古家」のロヴェルなどは，みな血を分けた兄弟のようなものだ。
彼らは全く覇気に乏しく，とても人柄が良いだけの青年たちなのだ。この欠陥
は作者が劇のすじ書を組み立てるにあたっての原則に左右される点がかなりあ’
るのではないかと私ceは思われる。彼の主役は決して自ら行動を起す人物では
なく，つねに四囲の突発的な情勢によって行動させられたり，他の脇役の人々
の意志によって，必ずといって良い位その運命が定められてしまうのだ。この
ことは，ふつう作者が彼らをスコットラソド風物すべてが物珍らしい外国人に
仕立てていることから起きている。こうするおかげで，作者は，いわば主人公
という媒体を通して，さまざまな事柄を語りかけるロ実を得るわけだ。読者に
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　直接語りかけたのでは，退屈で不必要に思われかねないこまごまとした説明で
　も，それがドラマの主人公ic与えた効果を描きながら語りかけられるならば，
　無視されることもなく，辛抱強く耳を傾けていただけるというものだからであ
　る。しかし，この利点はあるにしても，彼は主人公の性格を犠牲にしているの
　である。登場する場面で自らの意志で行動しないような人物に読者は興味を持
　’たないものだ。・・…………’
　　この作者の主人公たちに覇気がないことは，突然に，また一時的な効果をね
　らって，ストーリーを気楽に曲げたり，変えたりし易いということに関係があ
　る。このことは，主人公の性格が，その信ずることに関して，移り気であると
　か，柔軟でなくては叶えられるはずがない。ウェイヴァリーが1745年にスチ
　ュアート王党派tc加わる際にも，後になってこれを見捨てる際にも見せる安易
　さが，私が言わんとしていることのよい実例である。彼が志操堅固な人物とし
　て描かれていたなら，彼の行動は不可解なものとなっただろうから。作者はこ
　のことを承知していたのだが，王子の宮廷司令部の内部やプレストンパソズの
　戦いの経緯などなどを紹介する機会を失いたくないばかりに，ためらうことな
　く哀れウェイブァリーを犠牲にして，彼を気紛れの風が吹くたびにそよぐ葦の
　ように描いたのだ）
　この一節の中で，スコットが解明している興味深い点が二つある。そのひとつは，
「覇気のない主人公」がプロットの担い手で，いわば「狂言まわし」の役を演じて
いることである。第二に，スコットは語りかけたい内容を，主人公を通して語りか
けているということである。私にはこの第二の事情が特に重要に思われる。　「ウェ’
イヴァリー」においても，スコットが読者に訴えたいと考えている事柄が，このウ
ェイヴァリーという主人公を中心に展開されていて，作品中のほとんどの人物や出
来事が，ウェイヴァリーの眼を通して語りかけているということが理解できるから
である。我々は．ウェイヴァリーの軌跡を辿ることによって，スコットが語りかけて
いる事柄を知ることができると考えてもよさそうである。
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　エドワード・ウェイヴァリーはイソグランドの青年である。この小説において，
イングランドは「法」が支配する，文明化した世界として描かれている。急進派の
ホィッグ党に属し，政府の要職を占めているため，息子をかえりみる暇のない父IC
代って，エドワードの教育は地方貴族の心やさしい伯父Sir　Everard　Waverley
に委されている。感受性が豊かで，理解力にも恵まれたエドワードだったが，彼の
教育は本人の気儘が許されていたので，彼は興のおもむくまま，中世騎士ロマンス
からエリザベス王朝時代の詩や劇，伝説的なケルトの英雄諌などを読み耽り，果て
は過去の華やかなロマンスと冒険の世界に，さっそうと登場する自分の騎士姿を空
想する夢見る青年となっている。また生来内気なため，同年輩の青年たちと対等の
付き合いができず，ともすれば劣等感を抱いて，自己主張が弱い傾向もある。⑩
　　Alas！while　he　was　thus　permitted　to　read　only　for　the　gratification
　of　his　amusement，　he　foresaw　not　that　he　was　losing　for　ever　the
　opPortunity　of　acquiring　habits　of　firm　and　assiduous　apPlication，　of
　gaining　lhe　art　of　controlling，　direct㎞g，　and　concentrating　the　powers
　of　his　mind　for　eamest　investigation，一一一an　art　far　more　essential　than
　even　廿lat　intimate　acquaintance　with　classical　leam血g　which　is　the
　primary　object　of　study．＿∫With　a　desire　of　amusement，　therefore，　which
　better　discip㎞e　might　soon　have　converted　into　a　thirst　for　knowledge，
　young　Waverley　drove　through　the　sea　of　books，　like　a　vessel　without　a
　pilot　or　a　rudder．⑪
　　（哀れなる哉！彼がこのようにして，自らの楽しみのための読書に耽ってい
　る間に，刻苦精励の習慣や，地道な研究を続けるべく，精神力を掌握し，その
　進路を定めて，それに集中させる技術を習得する機会を永遠に失いつつあるの
　だということが，彼には予見できなかったのだ一実のところ，学問の主たる
　対象とされている古典に精通することよりも，この技術のほうがはるかに重要
　なのだが。…………このため，もっと適切な指導のもとであれば，やがては健
　全な知識欲に変ったかもしれない享楽への欲求のおもむくままに，ウェイヴァ
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　リー少年は，いわば水先案内も舵もない船のように，この書物の大海原を突走
　ったのだ）
　　「感性」と「理性」が相侯って備ってこそ，立派な常識人になれるはずのところ，
こうしてエドワードは「感性面」だけが伸ばされ，「理性面」が未発達な，いわば
未熟な青年なのである。この小説は，この未熟な青年が，幾多の尊い体験によって
　「理性」を身につけ，立派な紳士に成長するという一種のビルドゥソグス’・ロマソ
的な過程がこの小説の骨組みの一つになっている。主人公の性格の変化が小説の構
成パターンに，有機的な密接な関係を持っているという点で，この小説はスコット
の作品群の中でもユニークな地位を占めている。⑫
　さて「感性の男」エドワードをとりまく人物IC触れよう。父リチャードは旧家の
次男に生れ，家督相続の望みが絶たれているために，ウェイヴァリー家伝来の
Jacobitismと高教会主義を捨て，ハノーヴァー体制の政府のもとに走った「転向
者」であるばかりか・息子への愛情も薄い‘‘worthless　father”1である。⑬この
冷淡な父に見捨てられたエドワードが，「本当の父」を求めて放浪するというのも，
この小説のテーマの一つになっている。一方伯父のエヴェラード卿は先祖代々の
Jacobitismの伝統をうけつぎ，1715年の反乱に際しても，不穏な動きありとし
て，当局から睨まれたほどのJacobiteである。結局戦いには参加しなかったが，
不幸にして捕われた同志の釈放のために，私財を投げ出して奔走するほどの「理想
家肌」で・彼はそれが縁で，スコットランド人のJacobiteブラドワーディン男爵
と親交を結んでいる。彼が近くの名家の令嬢に求婚したとき，先方に恋人があるこ
とが判ると，潔ぎよく身を引き，更に彼女の結婚相手にまで援助の手を伸ばしたあ
と，自らはその後結婚もしないで二人の幸福を祈るなど，現実離れのした中世ロマ
ンスの騎士さながらで，そのまま，エドワードのロマソチヅクな恋のパロディーに
なっている。彼は甥のエドワードを搦愛し，放任している。⑭やさしい伯母のレイ
チェルはウェイヴァリー一族の祖先たちの「英雄的」な武勲を話して聞かせ，それ
を聞くと，エドワードは胸に躍らせ，その後しばらくは伯母の話がかき立てた「白
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日夢」に浸る。家庭教師のペンブロウク氏は高教会派の教理に凝り固まり，しきり
に現体制教会制度を批判する「危険」で「無用」な論文を書き続けている人物だが，
これまたエドワードを溺愛している。
　少年時代のエドワードをめぐる人物のなかで，ただひとり「理性派」「体制派」
lC属する父か，いかに魅力に乏しい人物IC描かれているかということが理解できよ
う。愛情深い人々はみなエドワードをロマンチックな「非現実」「華やかな過去」
「反体制」へと誘っているのだ。
　ちようどこの頃エドワードが近くの郷土の平凡な娘セシリアに恋心を抱くという
事件が起きる。
　　Aromantic　lover　is　a　strange　idolator，　who　sometimes　cares　not　out　of
　what　log　he　frames　the　object　of　his　adorations，．．．⑮
　　（ロマンチックな恋人というのは不思議な偶像崇拝老である。彼は熱愛の対
　象がどのような材質でできていようと，時には一向に気にかけないことがある）
　これはエドワ1一ドの‘℃astle　I　building”（空想癖）を椰楡したエピソードで・
平凡な村娘を女神1こたとえて詩を捧げるエドワードは，そのまま，後のフローラへ
の熱愛が，相手を極端にまで美化したものであるかもしれないのを暗示している。
エドワードとの結婚をあきらめたセシリア嬢が，早速ウェイヴァリー家の執事の息
子のもとに嫁いでいったというエピソードもつけ加えて，スコットはエドワードの
「空想」と「現実」とのギャップをからかっている。スコットはこの小説の中で，
ほとんど常にと言ってよいくらい，ロマソチックな描写のあとに，やや皮肉めいた
現実的な話を並べている。これがスコット文学理解の上で厄介な代物で，ウェイト
のかけ方によっては，ロマン主義の文学とも，リアリズム文学とも解釈できるから
だ。しかしこの点についてはあとで扱いたいと思う。
　心配したレイチェル伯母の計らいで，この恋が本物にならぬようにと，エドワー
ドは，陸軍騎兵大尉‘こ任官させられ，スコットラソドに駐屯しているガードナー連
隊に配属されること1こなる。華やかな軍服姿で，エドワードは　military
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romanticism”@の感激にひたって，伯母の思惑通り，セシリア嬢の魅力をきれい
に忘れてしまう。しかしこの任官が意味するものは，今まで気儘で怠惰な生活を送
っ．て来た彼にとって，自己規制と的確な判断力をもっとも必要とする世界に，突然
投げ込まれるということなのだ。
　当然のことながら，軍務は彼が期待したように華やかなものでなく，幻滅である。
仕事が無味乾燥であるばかりでなく，基本的な戦術体系ICしても，理論と計算が多
くて，エドワードはそれが不得手なため，劣等感に苛なまれるし，内気で連隊の士
官仲間ともうまく付き合えないため，面白くない毎日を送るのを余儀なくされてい
る。⑮　それでも軍務にある程度慣れた頃，彼は休暇をとって，伯父の旧友で，危
険なJacobiteでもあるブラドワーディン男爵を表敬訪問することになる。
　こうしてウェイヴァリーが男爵訪問ICでかけるところから，「ロマソチシズムの
追求」というこの小説の主要テーマが展開される。ここで展開されるエドワードに
よる「ロマンチシズム探求」のパターソを図式にしてみると，イソグランドは「法」
と「理性」が支配する．「現代」を象徴している。これに“civiliZed”，“commercial”，
‘‘垂窒盾唐≠奄メh，などの性質をつけ加えると，イソグランドが象徴する世界のイメージ
ができあがる。これに対立する「ロマンチック」なスコットランドのハイランドの
世界は，　「武器」と「力」がものを言う「英雄的」な「過去」の世界で，これに
　barbarous”，‘‘uncivilized”，‘‘poetic”などの性質を加えることができる。
　ウェイヴァリーの最初の訪問地，ブラドワーディソ男爵が住むタリー・ヴィオラ
ソの里は，イソグランドとハイラソドの中間にあたるスコットランド低地に位置し
ている。タリー・ヴィオラソの村で，ウェイヴァリーが最初に眼にするのはi村人
たちが極度に貧しく無気力なことだったが，男爵の邸に足を踏み入れ，荒涼とした
自然を巧みICとり入れた人工的な庭園の美しさと静寂さとに接すると，忽ちそれte
心を奪われてロマンチックな感興に浸り，いま見たばかりの村人たちの悲惨な現実
をすっかり忘れてしまう。現実を見る眼，物の両面を見る眼はまだ彼に備わってい
ないのだ。⑰ペダソチックではあるが，誇り高い古武士の風格をもつ男爵に歓待
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され，彼の暖い人柄に打たれ，エドワードは乞われるままに滞在を延ばし，快活で
可憐な令嬢ローズとともに詩を読み，文学を語る楽しい日日に，時の経つのを忘れ
てしまうほど1こなる。
　このタリー・ヴィオランは，荒涼たる自然美と人工美とを調和した庭園に象徴さ
れているように，過去の華やかな世界が，詩や伝説の形で現在の世界と共存してい
る世界で，この夢幻的でロマソチックな世界が，まず「ローズの愛」という形を借り
てウェイヴァリーを誘う。世間知らずのローズはこの趣味豊かな青年士官に次第に
恋心を抱くようになるのだ。しかし，エドワードのような夢見る青年にとって，彼
女の可憐さは愛の対象とはなりにくいのだ。
　　Besides，　Rose　Bradwardine，　beautiful　and　amiable　as　we　have　described
　her，　had　not　precisely　the　sort　of　beauty　or　merit　which　captivates　a
　romantic　imagination　in　early　youth．　She　was　too　frank，　too　confiding，
too㎞d；amiable　qualities，　undoubtedly，　but　destructive　of　the　marvelous，
　with　which　a　youth　of　imagination　delights　to　address　the　empress　of
　his　affection．　Was　is　possible　to　bow，　to　tremble，　and　to　adore，　before
　the　timid，　yet　playful　little　girl，　who　now　asked　Edward　to　mend　her
　pen，．．＿？⑱
　　（それle，ローズ・ブラドワーディンは，先tc述べたように，美しく愛らし
　い娘だったが，厳密に言って，青年前期のロマンチックな空想力を魅了するよ
　うな美しさや美質をもってはいなかった。彼女は余りに卒直で，余りに親しげ
　で，余りに心やさしかったのだ。たしかに愛すべき性質なのだが，これは想像
　力豊かな青年が，心に秘めた女帝IC対して抱きたがる驚嘆の感情を台無しにし
　てしまうのだ。鷲ペソを直して下さいなどと言ってくるはにかみやでいながら
　悪戯っぽい少女の前で頭を垂れ，身を震わせて熱烈な愛を告白するなどという
　ことが，はたして可能であろうか？）
　この種の美点を理解し，愛情を持てるようになるためには，人はもっと年をとり
経験をつまねばならない，とスコットは述べている。
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　タリー・ヴィオランを拒絶したウェイヴァリーは，なおもロマソチシズム追求の
行脚を続けなくてはならない。ハイランドの山々は威圧するような，きびしい美し
さをもってエドワードを誘っている。たまたま男爵の牛が野盗lc掠奪されるという
事件が起り，彼が日頃抱きつづけていた　‘‘day・　dream”そのままの‘‘the　land
of　military　and　romantic　adventure”の真只中に自分が置かれているのを知り，
エドワードのロマソチックな好奇心は燃え上る。前にも述べたようにこの小説にお
いて，ロマソチシズムには「荒々しさ」，「野蛮さ」，「詩的」，「英雄的」，「華やかさ」
などの要素が密接に結びついているのだ。⑲
　事件解決のために，ハイランドの有力な領主ファーガス・マッキーヴァーが派遣
した使者エヴァン・マコンビヅチの一行が男爵を訪れるのだが，このマコンビッチ
に誘われるま・ま，ウェイヴァリーは，‘‘Heroic　Past”を象徴するハイランドへと
足を踏み入れることになる。深い静寂に包まれた神秘的な湖のほとりに，異様な身
なりのハイラソド人たちと野営をともにして，彼の「ロマンチシズム」は大いIC満
足させられるが，エドワードはこのハイランド行きのきっかけとなった牛泥棒など
という下世話なことは，わざと考えないようにしている。⑳
　事件が解決したあと，エドワードは一行に連れられて，ハイランドの若き指導者
ファーガス・マッキーヴァーと美貌の妹フローラに会うことになる。この兄妹は
‘‘eifteen”の反乱で父母を失ない，フラ￥スに亡命中のジェームズ旧王のもと
で養育されたこともあって，スチュアート王家の再興IC全精力を注いでいる行動的
で熱烈な　Jacobite　である。エドワードは男性的で知性もあり，洗練されていて
指導力もあるファーガスにまず惹かれ，二人は深い友情のきずなで結ばれる。つい
で彼は領主の妹フローラに魅せられる。彼女は奇岩が重なり合うなかを，急流が遊
り落ちている絵のように美しい「ロマソチック」な風景のもとで，古いケルトの勇
士の詩を読んで聞かせようという。エドワードは“㎞ight　of　romance”にでもな
った気分で，この美しいハイランドの‘‘land　of　romance”へと案内される。スコ
ットは彼女に‘‘fair　enchantress”という言葉を与えているが，エドワード青年は，
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たちまち恋のとりこになってしまう。⑳
　　Flora　was　precisely　the　character　to　fasc㎞ate　a　youth　of　romantic
　㎞agination．　Her　manners，　her　language，　her　talents　for　poetry　and　music，
　gave　additional　and　varied　influence　to　her　emilent　personal　cha㎜s．
　Even　in　her　hours　of　gaiety，　she　was血his　fancy　exalted　above　the
　ordmary　daughters　of　Eve，　and　seemed　only　to　stoop　for　an　instant　to
　those　topics　of　amusement　and　ga皿antry　which　othe冥s　appear　to　live　for．⑳
　　（フローラはロマンチックな空想力をもった青年を魅了するのにぴったりの
　女性だった。彼女の立居振舞い，彼女の言葉使い，彼女の詩や音楽IC関する才
　能などは，彼女の極立った個人的魅力を一層豊かにし，高めているのだった。
　彼の眼には，明るく振舞っているときでも，彼女はなみの娘たちよりは一段と
　高い所に位置し，ほかの娘たちにとって人生の目的そのものになっているよう
　に思われる楽しい語らいや殿方の噂などic，ほんのわずかの間だけ付き合って
　いるように思われた）
　俗人の営みよりも一段と高い所にあって，秘めた情熱を自らの理想実現のため1こ
捧げている，愁いを帯びて気高いフローラは，エドワード・タイプの青年が，脆き，
「身を震わせて」愛を捧げるのにふさわしい女性なのだ。
　エドワードは領主の歓待と，それにも増して，魅力的な領主の妹‘こ惹かれて，時
が経つのも忘れてロマンチヅクなハイラソドに滞在を続け，華やかな狩りにも同行
したりする。この魅力的な兄妹が象徴しているのは，古いが華やかな‘‘Heroic　Past”
の世界で，これこそまさに「ロマソチシズムの世界」なのである。しかし，「ロマ
ンチシズム」のクライマックスはまだきていない。
　折しも，フラソスに亡命中のチャールズ・エドワード王子が秘かにスコットラン
ドに渡り，ファーガスらを中心とするハイランドの領主たちに迎えられ，反乱の旗
上げをするという事件が起きる。これが　‘‘Forty・five”の発端である。ちょうど’
この頃，ウェイヴァリーには，本隊への帰還命令不履行のため大尉の職を解かれる・
という不愉快な事件が起り，ほとんど時を同じくして，父リチャードも，政府内の
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派閥抗争に巻き込まれて失脚する。父は政府を恨む手紙を息子に送り，伯父や伯母
までが，この件で政府の仕打ちに腹を立て，エドワードには早く政府軍将校の職を
辞することをすすめる一方，父祖代々の忠誠心を受けついで，スチュアート王家の
ために働らくことをすすめる。官位を剥奪されたエドワードに，ファーガスは，非
情な政府軍に仕えることをやめて，Jacobite軍1ど入為ことをすすめる。＠　彼を
愛し，導く立場にある人物が，こぞって反政府のJacobi｛ismへと誘うパターンが
ここに成立するのだ。
　フローラのすすめで，彼女に未練を残しながら，軍務を辞して英国に帰る決心を
したエドワードだったが，世間知らずのためにひき起されたいくつかの偶然にもて
あそばれているうちに，彼は反乱軍の中に送り込まれてしまう。彼はファーガスや
ブラドワーディン男爵と再会し，スチュアート王家ゆかりのホリルード宮殿で，反
乱軍の若き盟主チャールズ・エドワード王子に謁見することになる。単身フランス
から渡って反乱軍に身を投じ，父祖の地に，スチュアート王家の栄光を再び甦らせ
ようとしている美貌の王子は，まさに「ロマソチシズム」の極致といってもよかろ
う。世間知らずのウェイヴァリーは，王子の優雅なうちにも威厳を秘めた個人的魅
力にすっかり眩惑されt王子の要請に応えて，彼に忠誠を誓ってしまう。
　　Unaccustomed　to　the　address　and　manners　of　a　polished　court，　hl　which
Ch・・1・・w・・e血・ntly・kilfu1，　hi・w・・d・and・hi・ki・dness　P・n，t，at，d・th，
　heart　of　our　hero，　and　easily　overweighed　all　prudentia1　motives．　To　be
　tllus　personally　solicited　for　assistance　by　a　P血ce，　whose　form　and
ma’me「s…w・ll・・th・・pirit・whi・h　h・diSpl・y・d・in・this　sing・1・r・ent・rP・is，，
　answered　his　idea　of　a　hero　of　romance；to　be　courted　by　him　in　the
ancient　h・lls・f　hi・p・t・r・al　palace，・ec・v・・ed　by　th・・w・・d＿9、v，
　Edward，　ill　his　own　eyes，　the　dignity　and　importance　which　he　had　ceased
to　consider　as　his　attributes．．．。一一一and　Waverley，　kneeling　to　Charles
Edw・rd・dev・t・d・hi・hea・t・and・w・・d　t・th・vi・dicati・n・fhi・軸t・！⑳
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　　（洗練された宮廷風の言葉使いや立居振舞い，それtcチャールズ王子は練達
　していたのだが，そういったものに慣れていない我らの主人公の胸に，王子の
　言葉とやさしさは，ひとしお深くしみ込み，慎重なものの考え方など，忽ち忘
　れ去られてしまった。この尋常でない企てを起すICあたって示された勇気から
　見ても，またその容姿や物腰から見ても，彼が心IC描いたロマソスの英雄のイ
　メージにぴったりの王子自身の□から，しかも，王子自らの剣によって奪回し
　た，父祖伝来の宮殿の広間で，助力を懇願されたことで，エドワードの眼に，
　今までは自分にはないものを思っていた威厳と重要性が自分に備わったよう思
　われた。……一そしてウェイヴァリーはチャールズ・エドワードの前に脆き，
　王子の権利を主張するために，心も剣も捧げることを誓った）
　ファーガスに王子の印象を聞かれて，‘‘Apdnce　to　live　and　die　under・”
（生死をともにしてもよい王子だ）と熱狂的に答えるウェイヴァリーだが，㊧　反
乱軍に入って，ハイラソドの民族衣裳を身につければ，彼はその姿を鏡にうつして
「ロマソチック」な感慨にふける青年であり，彼の反乱軍入りも，ロマンチシズム
追求の延長線上ICあることが示されている。⑳
　ウェイヴァリーのロマンチシズムが　Jacobitism　と同一の形をとったのは，彼
にとって不幸なことではあったが，この二つが表裏一体で，区別できないもののよ
うle描き出したのはスコットの筆の冴えであろう。かくして，ウェイヴァリーが
「ロマソチシズム」を盲目的に追求した結果は，皮肉にも，祖国に対する反逆とい
う思いがけない事態になる。「理性」を忘れた「ロマンチシズム」は呪われたロマ
ソチシズムなのである。
　やがて，こρ時期を境ICして，ウェイヴァリーの「目覚め」が始る。「目覚め」
は彼le「理性的」な判断力が備ってくるという形で示される。理性的になるよう彼に
すすめた最初の人は，皮肉ICも，フローラだった。反乱当初，ファーガスのすすめ
le従って反乱軍IC投ずるべきか，英国IC帰るべきかの判断に迷い，ウェイヴァリー
はフp一ラの愛に賭ける。フローラを喜ばすためなら，反乱軍に入るのもいとわな
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　い気持である。しかしフローラは，一時の「ロマンチック」な感情に駆られて同志
　になろうというような申し出は受けられないといい，自分の理性を使って判断する
　よう，冷やかにっきはなす。⑳
　　　‘‘lncomparable　Flora！”said　Edward，　taking　her　hand，‘‘how　much　do
　Ineed　such　a　monitor？”
　　　‘‘Abetter　one　by　far，”said　Flora，　gently　Withdrawing　her　hand，‘‘ivlr．
　W・v・・1・y帆1誕w・y・fmd・in・hi・b…m，　wh・n　h・will・9ive・it，　、mdl・、trU
　vocie　leisure　to　be　heard．”⑱
　　（「類い稀れなフローラ！」エドワードは彼女の手をとって言った，「私には
　どれほどあなたのような助言者が必要なことでしよう」
　　フローgはやさしく手を引きながら言った，「ウェィヴァリー様なら，ずっ
　と良い助言者を御自分の胸の中に持っていらっしゃいますわ。その小さな静か
　な声に耳を傾けるひまがおありになればですが）
　そして，気儘な少年時代を過してきたために，自分が「理性」よりは「空想」の男IC
なったことを嘆くエドワードに，彼女は反乱軍には加わらないようにすすめる。彼
女は彼のロマンチシズムを拒絶しているのだ。そして，ウェイヴァリーの「目覚め」
は，彼のロマソチシズムを拒否するフローラへの失恋という形をとる。彼の切ない
思いに対しても，彼が大切な友人以上には考えられないと彼女は言う。⑳彼女の
情熱は主家再興のために捧げられているので，男女間の恋愛感情が入り込む余地が
ないのだ。「彼女は余りに賢こく，余りに理性的だ」とウェィヴァリーは嘆かずに
はいられな…⑳兄のフ・一ガ・は，彼女は生きている男性よりも，過去の英雄
的戦士たちの記憶のほうを愛しているのかもしれないと言う。⑳
　「目覚め」にともなって「理性的」な判断力が徐々につくとともに，ウェイヴァ
リーにはいろいろなことが見えてくる。反乱軍の弱小な戦力で，政府正規軍と果し
て戦えるのか，という疑問がまずうかぶ。＠　「目覚め」は　‘‘Heroic　Past”への
「幻滅」にも通ずる。彼は徐々に物には両面があることに気付く。⑳彼はファーガ
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スの熱烈なJacobitism　lこも疑問を抱くようになる。ファーガスにとって・この反
乱の目的は，今の法治国家を再び「剣が物を言う」世界にすることであり，またこ
れがスチュアート王家を再興するための戦いか，彼自身を伯爵leするための戦いな
のか，よく区別できないところもある。⑭　反乱軍に参加しているブラドワーディ
ン男爵にしても，余りに古いしきたりlc固執しすぎていて滑稽でさえある。反乱軍
の主力を構成しているハイランド兵の忠節心は，一族の領主に服従するだけで，主
人が恥かしめられれば，王子にでも発砲しかねないということも判る。‘‘Heroic”
な世界への幻滅は，フローラへの甲斐ない思慕から醒めて，ローズの愛らしさle目
を開くという形でも表現される。⑳
　反乱軍の大勝利：C終った歴史的IC有名なプレストソ・パンズの戦いのさなかに，
ウェイヴァリーは，自分が連隊に残してきた部下力㍉卑劣な陰謀に巻き込まれて脱
走させられ，非業の死を遂げるのに立会う。上官としての自分の無責任がこの悲劇
を招いたことを知り，彼は悔恨の念に打たれる。⑯　また上司だったガードナー連
1隊長の戦死を目撃して，自分の父を殺したかのような思いに苛なまれる。⑰　そし
て，話す言葉も，風俗も違うハイランド兵の間ICあって，耳慣れた英語を話す政府
軍を敵としている自分自身に気づき，「悪夢」を見ている気持がして，標然とする。
　　　‘‘Good　God！”he　muttered，‘‘am　I　then　a　traitor　to　my　country，＿to
　my　native　England？”＠
　　（「何ということだ！」彼は眩やいた。　「では私は私の国に対する……私の
　祖国イングランドに対する裏切りものになったのか？」
　しかし，思慮は浅くても，ウェイヴァリーは「名誉」を重んじ，「騎士道精神」
を身（Cつけた青年だ。乱戦の中で政府軍のタルボット大佐を，死地から救うという’
　「騎士的」な行為をとる。スコットのロマンチシズムには，この種の「騎士道的」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳思いやりと献身が，いちばん訴えるところが強いようだ。
　また，この「目覚め」とともIC，ウェイヴァリーの美質が徐々に明らかICなって
くる。ふだん内気な彼に，思いがけなく弁舌の冴えがあることもわかる。⑳タル
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ポット大佐を名誉ある捕虜として保護して，彼と「理性的」な対話を交わしている
うちに，ウェイヴァリーは浅はかにも反乱軍に加わったために，伯父一家がいかに
窮地に立たされているかを知り，自分の不明を恥じるのみである。⑪　しかし彼は
「性急ではあっても，自らの意志で選んだ道」であるから，それを見捨てるわけに
はいかないと言う。
　　‘‘lf　the　cause　I　have　undertaken　be　perilous，　there　would　be　the　greater
　disgrace　in　abandoning　it！”⑫
　　（「もし私が加わった企てが危険に満ちたものならば，それを見捨てるという
　のは，ますます不名誉なことではありませんか」）
　ウェイヴァリーは「信義」と「名誉」を重んずる青年なのだ。そして，妻危篤と
の報に，悲嘆に暮れるタルボット大佐のために，ウェイヴァリー賎王子に懇願して，
大佐の帰国を許してもらう。彼は「思いやり」をもった青年‘こもなっている。もう
「思いやり」の欠如から，部下の死を招いたウェイヴァリーとは違っているのだ㊥
エドワードは，いつかスコットランド人ic極端な偏見をもつタルポット大佐よりも，
物の両面が見える人物になっている。曽ては彼をリードしていたファーガスよりも，
物を見る眼が彼には備わり，ファーガスの中の狂気じみたも②が見えてくる。⑭
　さて，プレストン・パンズで政府軍を一蹴した反乱軍は，その後も連戦連勝の勢
いで，一気にイングランド内深く攻め入り，ダービーを手中におさめて，一時は首
都ロンドソを窺う勢いを見せる。国王ジョージニ世は，あわてて，外国に逃れる準
備までしたと言われている。しかし「冷静」なウェイヴァリーの眼には，異様な衣
裳を身につけたハイランド兵を見っめる人々の空うな眼の中に，この企てがイング
ラソドでは受け入れられないのを知る。ファーガスには，これがまるで目に入らな
いo
　やがて，予定していたイングランド内の同志の援軍が集まらないことや，指導者
間の不和による指揮系統の乱れなどから，反乱軍は突如撤退に転ずる。急戦派のフ
ァーガスは，落胆の余り，人が変ったようになってしまう。いちど落ち目になった
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反乱軍の末路ほど惨めなものはない。態勢を立て直した政府軍に追われ追われて，
スコットランド北部le追いつめられ，反乱軍はインヴァネスの南郊，カロデンの荒
野で行われた戦いを最後に制圧されてしまう。チャールズ王子が，官憲のきびしい
追求の手を逃れて，フローラ・マクドナルドらの同志の献身的な助力によって，ス
コットラソド各地で転々と逃避行を続け，やっとの思いでフラソスに脱出したと
きの逸話は，ちょうど我が国の「義経伝説」ICよく似た性質の説話となって，人々
の間で語りつがれたという。これを“Bonnie　Prince　Charleyism”（いとしのチ
ャーリー王子主義）と呼ぶのだそうだ。⑮
　スコットはこの戦いにはほとんど触れていない。彼に興味があるのは，歴史その
ものではなくて，歴史的大事件le巻き込まれた人間たちが，その中で，どのような
生き方をするか，だったようである。ウェイヴァリーは，退却する反乱軍のしんが
りを形成するファーガスの隊に加わっていたのだが，追いすがる敵の先頭部隊と入
り乱れての小競合いのあいだに，本隊と別れてしまう。政府軍の占領地域にあっ
て，はるか北に去ってしまった本隊との合流を諦めたウェイヴァリーは，外国に亡
命するため，タルボソト大佐の助けを借りようと，ひそかにロソドンに潜入する。
　これまでの体験から，ウェイヴァリーは，彼が夢見たロマンチシズムと，現実と
の違いを充分認識できるようになってきている。夢からさめた彼はタルボット大佐
に，次のように言う。
　　‘‘Iam　heartily　tired　of　the　trade　of　war，＿The　plumed　troops　and　the
　big　war　used　to　enchant　me　in　poetry；but　the　night　marches，　vigi1，＿are
　not　at　all　to　my　taste　in　practice．”⑯
　　（「私は心から軍人稼業が厭になりました，……羽根飾りをひらめかせた騎
　兵隊や，大会戦は，詩の中では私の心を魅惑したものですが，夜行軍や夜の当
　直などは，実際にやってみますと，全く私の趣味に合わないのです」）
　かくして，ウェイヴァリーはっいに魅惑的だが，不毛の‘‘Heroic　Past”と別
　れることになる。
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　　　…　he　felt　himself　entitled　to　say　firmly，　though　perhaps　With　a　sigh，
　that　the　romance　of　his　life　was　ended，　and　that　its　real　history　had　now
commenced．⑰
　　（彼の人生のロマンスは終り，その本当の歴史がいまや始まったのだと，恐
　らく溜息をつきながらではあろうが，彼ははっきりと言う資格ができたように
　感じた）
　「人生のロマソス」とは「ロマソチシズムの世界」であり，「本当の歴史」とは
「リアリズムの世界」にほかならない。スコット研究家のD．Daichesは，この＿
節の中に「ウェイヴァリー」という小説に托された重要なメッセージを読みとって
いる。作者スコットの立場は，この魅惑的だが，不毛な‘‘Heroic　’oast”に「溜息
をつきながら」も，やはりこれを否定して，平凡ではあるが平和な現在の現実の世
界を選ぶべきだと訴えているのだ，とデイシェズは説いている。⑱
　さて，これまでのウェイブァリーの軌跡を振り返って見て，彼の「ロマンチシズ
ム」追求は，チャールズ王子に忠誠を誓うことでクライマックスに達し，今この段
階で一応図式的には，その終焉を迎えることになる。彼の遍歴の軌跡を「円」にた
とえ，エドワードが出発点であるイングランドで，タルボット大佐の尽力によって，
赦免状を手にして，青天白日の身となったことで，“enchantment”1から
‘‘р奄唐?獅モ?≠獅狽高?獅煤h　に至る円が完成するとしている研究家1こ．A．OJ．　Cockshut
がある・⑲しかし，私は，「円」の・・ター・を使うならば，エドワードがその円
を一周半（厳密IC言えば一周と四分の一）していると見るほうが妥当だと考える。
というのは，彼の遍歴がまだ終ってはいないからだ。人間的に成長し，理性的な思
慮分別も備わり，しかも生来の「感受性」と「やさしさ」をまだ失わないでいるウ
ェイヴァリーは，まさに十八世紀当時もてはやされた　‘‘aman　of　feeling”
（感情の人）（cなっている。この小説が「感情の人」の作者ヘンリー・マッケンジ
ーに献呈されたのは，無意味なことではない。⑭　「感情の人」とは，豊かな感受
性をもって，人生の機微に感じ，俗人には見逃がされがちな「ものの哀れ」を感じ
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とることができて，世の不正には憤りをもち，この世の美しいものには涙を流すこ
とのできる教養人である。
　自由の身となったウェイヴァリーは，いまや思慮分別のある「感情の人」の眼を
もって，再び‘‘Heroic　Past”を見直すことになるのだ。反乱が鎮圧され，戦火が
収まると，彼は旧友たちの安否を気づかって，スコットランドlc急ぐ。スコットラ
ソドの各地は戦火のあとが生々しい。曽ては魅力的な美しさを秘めていたタリー・
ヴィオランも，目を覆うばかりの惨状で，「感情の人」ウェイヴァリーは戦いの空
しさを，ひとしお深く感ずる。しかし，彼はJacobitesの旧友たちが，この悲運
の中で，彼らの　‘‘Heroism”　から，醜いもの，滑稽なもののすべてが浄化され，
それがほとんど崇高の域にまで高められているのを知る。
　なかでも英雄的なのはファーガスである。捕えられて，裁判にかけられ，大逆罪
で極刑に処せられる運命なのだが，彼は最後の瞬間まで，友を思い，妹を気遣い，
部下の面倒をエドワードに頼み，祖国スコットラソドへの愛国の情を吐露する。刑
場司の「ジョージ王万歳」の声に，　「ジェイムズ王万歳」と応えて，従容として刑
場の露と消えたファーガスの悲壮性は，彼と一緒ic死んでいったマコンビッチの主
人IC対する忠誠心とともに，この小説の圧巻である。⑭
　ブラドワーディン男爵は，官憲の眼を逃れて領地内の岩穴に潜伏しているが，自
分は義務と信ずる道を選んだのだし，官憲側にしても，彼らの義務を果しているわ
けだから，恨みには思わないと言って，淡々として不自由な生活に耐えている。男
爵の毅然として誇り高い古武士のようなヒロイズムも印象的である。⑫
　純粋なJacobitism　，の化身のようなフローラには変化が起きている。あれ程すべ
ての情熱を傾けた主家再興の企てが，結局歴史の流れを変えるに至らなかったこと
だけが心残りだと言うヒロイックな女性革命家の一面を残しながらも，移り気で野
心家の兄の関心をスチュアート家再興ICだけ注がせた結果として，兄の刑死という
悲劇を招いたことを考えると，自分が兄を殺したのではないかという「女らしい」
悔恨に責められている，とも彼女は言う。⑬　主義のために献身していても，結局
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　彼女は兄の「英雄的」な死を，同じように死んでいった過去の英雄たちと並べて
賛美するといったような，血の通わない冷い女闘士ではなかったのだ。しかしこの
　ようなやさしい兄妹愛に結ばれた二人でも，やはり命がけで守らねばならない「正
義」というものがあったのだ，たとえ相手側からは「反逆」とみられようと，それ
が彼らにとっては「正義」であり，「忠誠」なのだということを，スコットは訴え
　かけているようである。
　　これらの人々の悲壮な姿は，多感なウェイヴァリーを感動させ，涙させる。まさ
に「ヒロイックな過去」の華とも言うべき「落日の美しさ」なのである。しかし
　「落日の美しさ」はそのまま「不毛な美しさ」に通ずる。魅惑に満ちていて，いろ
いろ優れた面はあるが，やはり古い「英雄的な世界」は，結局平凡な「文明化した
世界」に道を譲らなくてはならないというのが，いまや理性的な常識人となったウ
　ェイヴァリーの認識である。古い世界を「溜息」をつきながらも否定しなくてはな
　らないことは解っているが，無感覚な多くの世人と違って，美しいもの，崇高なも
のへの感受性に恵まれているウェイヴァリーにとって，古い時代の栄光と良き伝統
が歴史の流れの中で失われていくのを見るのは，何と言っても忍びないことであろ
う。このジレンマの中で，作者スコットはウェイヴァリーle一つの妥協の道を与え
ている。それは過去の栄光と伝統が，新らしい世界と調和して共存しているタリー・
ヴィオランの世界に同化するという方法である。ウェイヴァリーが「ロマンチシ
ズム」の世界から「リアリズム」の世界にもどったとき，そのまま英甲娘と結婚し
なかったのは，重要な意味を含んでいる。彼の愛は，いまやタリー・ヴィオランの
象徴であるローズに注がれている。彼は戦乱で荒廃したタリー・ヴィオ5ソ館を修
、復し，ブラドワーディソ男爵の特赦も得る。改修のなっ1た館に男爵を迎え，彼は
正式にローズへの求婚をする。古武士の風格を持ち，しかも慈愛に満ちた男爵こそ
エドワードが求め続けてきた「父」でもあったのだ。こうして「父探し」のテーマ
はここで解決をみる。男爵は喜びのあまり涙を流して，ウェイヴァリーをかき抱く。
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　　‘‘My　son，　my　son！一一一if　I　had　been　to　search　the　world，　I　would
　have　made　the　choice　here．”⑭
　　（「息子よ，息子よ！一たとえ世界中を探しまわったとしても，私はやは
　りこの選択をしたことだろう」）
　ウェイヴァリーはローズを妻とすることで，スコットラソドの伝統と一体化し，
その歴史を共有するようになったわけだ。彼がハイラソドの民族衣裳をつけてファ
ーガスと並んでいる肖像画を飾ったタリー，ヴィオランの館に，男爵を招じ入れ，
戦乱で散逸していたが，いまや取戻された男爵家先祖伝来の金製の大盃をもって，
全員が乾盃をし，男爵が感涙にむせぶところで，この小説はめでたく終っていas＠
ウェイヴァリーのその後の生活について，スコットはこれ以上ふれていないが，彼
の結婚生活について，フローラが語った予言がこの空白を埋めてくれる。
　　But　high　and　perilous　enterprise　is　not　Waverley’s　forte．　He　would
　never　have　been　his　celebrated　ancestor　Sir　Nigel，　but　only　Sir　Nigers
　eulogist　and　poet．　I　wi皿te皿you　where　he　Wi皿be　at　home，　my　dear，　and
　in　his　place，一一一in　the　quiet　circle　of　domestic　happiness，　lettered　in－
　dolence，　and　elegant　enjoyments，　of　Waverley・Honour．　And　he　wnl　refit
　tlle　old　library　in　the　most　exquiSite　Gothic　taste，　and　gamish　the　shelvers
　with　the　rarest　and　most　valuable　volumes；and　he　wM　draw　plans　and
　landscapes，　and　write　verses，　and　rear　temples　and　grottoes；＿㊥
　　（でも名誉ある生命がけの活動はウェイヴァリーの得意とするところではあ
　りません。彼は彼の先祖にあたる有名なナイジェル卿にはなれません。ナイジェ
　ル卿を讃美する詩人にしかな1れないのです。私は，自分の領地における，どう
　いう生活が彼の気質に合っでいるかを話してあげましよう。一ウェイヴァリ
　ー・オナー屋敷の静かな家庭団樂の輪のなかで，文学三昧や，上品な楽しみご
　との生活なのです。そして彼は古い書斉を，大変凝ったゴシヅク風tc改造し，
　書棚には稀襯本や貴重な書籍を飾っておくことでしょう。彼は設計図を書いた
　り，風景画をスケッチしたり詩を書いたり，寺院を建てたり，洞穴を掘ったり
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　するでしょう…）
　まさに　lettered　indolence　（文学三昧）の家庭人ウiイヴァリーの面目躍如と
いった一節だが，この予言にあるように，ウェイヴァリーが従軍当時のハイラソ
ド民族衣裳を保存し，当時の絵を眺めながら，1当時をしのぶ詩を作り，妻や子に読
んで聞かせている図を想像することは，それほど困難ではない。ウェイヴァリーが
選ぶと暗示されている妥協の道は，「ロマンチシズム」を「反乱」という実際行動
ではなく，詩や絵画という「芸術」め形で追求することのようである。こうするこ
とによって・彼は祖国に対する「反逆者」になるという「呪われたロマンチシズム」
に陥いる心配もなく，彼の「ロマンチシズム」を「理性的」に追求できるからだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　皿
　さて主人公のウェイヴァリーicついてだが，前1こ引用した自作批評の中において
もそうだったように，大体一貫してスコットは彼に椰楡・軽蔑的な姿勢をとり続け
ている。とくに，友人のモリットに宛てた手紙の中で，彼が主人公のウェイヴァリ
ーに言及している部分が，必要以上に有名になり過ぎているきらいがある。
　　Iam　heartily　glad　you　continued　to　like　Waverlのy　to　the　end－一＿the
　heroe　is　a　sneaking　piece　of㎞becility　and　if　he　had　married　Flora　she
would　have　set　him　up　upon　the　chimney・piece　as　Count　Boralaski’s
　Wife　used　to　do　with　him・Iam　a　bad　hand　at　depict㎞g　a　heroe　properly
　so　ca皿ed　and　have　an　unfortunate　propensity　for　the　dubious　characters　of
　Border　Buccaneers　highland　robbers　and　an　others　of　a　Robin　Hood
　description．
　　　　　　　　　　　　　　　－To　John　B．S．　Morritt，　July　28，1814一⑰
　　（あなたに「ウェイヴァリー」を最後まで気に入っていただき，私は大変嬉
しく思っています一主人公は女々しく愚鈍な人物で，もし仮に，彼がフロー
ラと結婚するようなことになれば，彼女はボララスキ伯爵〔有名な見せ物の株
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　儒〕の妻が夫をそうしたように，、媛炉棚の上leでも飾っておくことでしよう。
　私はいわゆるまともな主人公を描くのが苦手で，その代り，不幸にも，国境地
　方の素姓の知れない野盗どもとか，ハイラソドの盗賊など，すべてロビソ・フ
　ッド・タイプの人物を書くのが得意なのです）
　なかでも，’‘‘asneaking　piece　of　imbec出ty”という部分峠Oxford
αo’高垂≠獅奄盾氏@to　English　Literatureにも引用されているほどで，これがウェイヴ
ァリーの評価を徹底的に下げてしまった原因のようである。このため，エドワード
はプロットの担い手，未知のロマソチックな世界へ読者を導びく狂言まわしとして
の役割りを果すにすぎず，最後にお定まりの美男美女の結婚という「すじ立て」の
ために登場してはいるものの，本質的には影の薄い脇役にすぎず，人畜無害の登場
人物という見方を長らくされてきたようである。　　　　［
スコ州再論の気運が起。たものは，ス・。卜癖の人気が地哩ちたか蜆
えた1930年代だった。スコヅト文学の再評価は，主人公の再評価から始まった。
「新しいスコット研究は，スコット自身が自作CC関して書いていることを否定する
ことから始まる」という勇ましい宣言をした研究者もいる位だ。㊥　ルカーチはエ
ドワードの中に，対立する‘‘Heroic　Past”から‘℃iViliZed　Present”への変動期
に，苦しみながらも順応していく進歩的知識人の典型を見牟。㊥　デイシェズはエ
ドワードを‘‘Symbolic　Observer”・（象徴的観察者）と称して・‘‘Heroic　Past”
と‘‘CiViliZedl　Present’”の双方の良い点，悪い点をつぶさに観察し，両者の対立か
ら生ずる悲劇を救うことができる「妥協」追求というテーマを具現している人物と
考えた。⑭　ウェルシ土の「ウェイヴァリー小説の主人公」は主人公たちが担って
いる重要なテーマを解明している。このようにして，「弱々しい主人公」の評価は
徐々に高くなってきているのが現状だが，私は特にエドワードに関しては，もっと
重要な意味合いが備わっていると考えるべきではないかと思っている。それはスコ
ットが書いたものの中から知ることができる。彼は1829年の全集版lcつけた序文
のなかで，自分の少年時代を回想して，騎士ロマンスなどに夢中だったこと，病気
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勝ちで我が儘を許されていたものだから，読みたい本を自由に読ませてもらったこ
と，アラン・ラムゼイの「民謡集」や騎士ロマンス，その他の各国の文学書を手当
り次第に読み漁ったと述べている部分である。
　　Iwas　plunged　into　this　great　ocean　of　reading　witllout　compass　on
　pilot；．．．　＠
　　（私はこの書物の大海に羅針盤も水先案内もなしにほうり込まれたのです…）
　これは，まさにエドワードの場合と同じではないか。更に文学書に飽きれば，歴
史書，回想録，旅行記の類いを読み漁るといった工合で，　「私の無計画な乱読ぶり
は，同じ境遇にあるウェイヴァリーの気儘な読書のようだったと言えば，一番よく
読者に理解いただけよう。作品中の一節は私自身の思い出をもとにしている一た
だ，類似点はそれ以上にわたってはいないということは理解していただきたい」⑫
と彼は筆を続けている。類似点はここまで，とスコットは言っているが，スコット
とウェイヴァリーの間には，もっと共通点があるのではないだろうか。スコットが
54才当時の日記に次の一節がある。
　　What　a　life　mine　has　been！一一一half　educated，　almost　wholly　neglected
　or　left　to　myself，　stuffing　my　head　with　most　nonsensical　trash，　and　under－
　valued　in　society　for　a　time　by　most　of　my　companions－一一getting
　forward　and　held　a　bold　and　clever　fellow　contrary　to　the　op血ion　of
　all　who　thought　me　a　mere　dreamer．一一一Broken・hearted　for　two　years
　－一一my　heart　handsomely　pieced　agai11－一一but　the　crack　wi皿remain
　tM　my　dying　day．．．　Dec．18，1928－一一⑭
　　（私の人生とは何たる人生だったことだろう！一ろくに教育も受けず，ほ
　とんど全くかえりみられず，また放任されていて，頭の中にはおよそ下らない
　ガラクタばかりつめ込んでいたので，世に出ても，しばらくの間は，大部分の
　仲間から低い評価しか受けなかった一ところが積極的に振舞ったことから，
　私をただの夢想家と思っていた人々の意見を覆えして，度胸もあり，気転の利
　く人物とされるようになった。－2年間報われぬ恋lC苦しみ一どうやら胸
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　の傷口は再びふさがったのだが一それでも，傷跡は私の死ぬ日まで消えずに
　残るだろう）
　この一節を見れば，スコットとウェイヴァリーとの類似性は，かなり多岐にわた
っていることが理解できよう。まともな教育を受けなかったこと，このことはスコ
ットにとって晩年にいたるまで彼の胸にわだかまり続けた屈辱だったようである。
これもウェイヴァリーと同じである。スコットもウェイヴァリーも，ともに「夢想
家」である。二人とも劣等感に悩むが，後に弁舌の才を認められる。二人とも熱烈
な恋をして，深い痛手を負う。スコットはウィリアミーナ・ペルチスという美少女
に，中世騎士のような恋をして，詩をおくったりしているが，二年leわたる求愛の
すえ，失恋に終っている。二人とも，その後，家庭的な妻に恵まれて，平和な生活
を送っている。
　またスコットは，前にも述べたように，幼い頃から，心情的にはスチュアート王
党派である。スコットがある女性に，自分の胸中を披渥した一節がある。
　　Seriously　I　am　very　glad　I　did　not　live　in　1745　for　though　as　a　laWyer
　Icould　not　have　pleaded　Charles’right　and　as　a　clergyman　I　could　not
　have　prayed　for　him　yet　as　a　soldier　I　would　I　am　sure　against　the　con・
　victions　of　my　better　reasons　have　fought　for　him　even　to　the　bottom　of
　the　gallows．⑭
　　（真面目に言うのですが，私は1745年に生れあわせなくて大変良かったと
　思っています。というのも，法律家としては，私はチャールズ王子の権利を弁
　護できず，牧師としても，彼のために祈ることはできなかったでしようが，軍
　人としてならば，私は，私の理性的な判断にそむいてでも，きっと彼のために
　戦い，絞首台の下までつき従って行ったことでしょうから）
　この一節を読むと，スコットには，軍人としてならば，反乱軍に加わる覚悟が，
ある程度あったように理解できる。大人になっても，英雄的なチャールズ王子の魅
惑から脱することができないと告白したスコットでもある。⑮
　こうしてみてきた両者の類似点に，ウェイヴァリー同様，スコットも十五・六才
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当時，ケルソーの田舎娘ジェシーに淡い恋心を抱き，拙ない詩などをおくった事実
があることなどをつけ加えるのは蛇足に過ぎるだろう。この娘との関係は，スコッ
トがエジンバラの父母のもとに帰ったことで，はかなく消えている。A．M．クラー
クの綿密な研究「サー・ウォルター・スコットの形成期」に描かれた青年時代のス
コント像は，ウェイヴァリーに余り似ているので，読む人を驚うかすほどだ。⑭
むしろ，両者の間の相違点のほうが目立つくらいで，ウェイヴァリーの性質の中で
明らかにスコットと違っているのは，軍務嫌いの点だけのようである。スコット本
人は，この点ウェイヴァリーとは違って，エジソパラに騎兵義勇軍を組織すること
を率先して働らきかけた中心人物でもあり，軍務にも通じていて，自らも熱心に訓
練に励んでいたという。ウェイヴァリーが軍務に関して失格者となったというエピ
ソードは，スコットが父の事務所で法律家の修業をしぶしぶやっていた頃の苦い体
験とすりかえられているのかもしれない。
　ところで，これまでのことを総合してみれば，結論はおのずから明らかであろう。
作者自身は否定しているが，ウェイヴァリーはスコットの分身であって，この分身
を軍人に仕立てあげることによって，法律家スコットが自らは成し得なかった「反
乱」という極限行動に駆りたてているのではないかということである。ではなぜス
コットは分身のウェイヴァリーを椰楡，嘲笑し，否定し去るような態度をとるのだ
ろうか。これには，大きく分けて，二つの理由が挙げられるように思われる。
　その第一はスコットが置かれていた社会的状況である。この小説が発表された
1814年当時スコットは詩人として名声の絶頂期にあったことは，前1こ述べた通
りだが，これにあわせて，1799年以降はセルカーク州の副知事，更に1806年以
降は最高民事裁判所書記の要職にあったことを想起しなくてはならない。エドウィ
ン゜ミュアは・当時のスコットランド人一般の心理のなかに，‘‘DiVide’п@Allegiance・・
（引き裂かれた忠誠心）があると述べているが，⑰　スコット自身にも，心情的1こ
はスコットランドの過去の栄光を憧憬し賛美する愛国心と，常識人らしく，現在の
ハノーヴァ政体への忠誠を誓うべきだとする理性的愛国心の相克があったはずだ。
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この二つの愛国心の微妙なパラソスについてであるが，スコヅトはほぼ一貫して，
前者を否定する方法，つまり，彼の恥ずぺき一面として，人の目に触れないよう，
隠しておくという方法をとっていたようである。公職にあるものとして，これは自
然なことであろうし，彼が，どちらかと言えば彼の心情面を代表していて，反乱に
までつっぱしるウェイヴァリーを，一応否定する姿勢をとっているのも，無理から
ぬことであろう。そして，彼がこの題材tc対して感じている「後めたさ」は，この
作品が匿名で出版されたこととも無縁ではないように思われる。
　第二の理由はスコットの個人的な問題である。十八世紀の啓蒙思想のもとで育っ
てきたスコヅトは，なによりも哲学，法律学といった「理性的」な学問を尊重する
一般的風潮の中にいたはずである。こういう時勢だから，ロマソスなどの文学や詩
にうつつを抜かす人々を軽蔑する風は，セルヴァンテスの「ドンキホーテ」以来の
伝統となっていて，スモレットやマッケソジーの文学ICも受け継がれている。スコッ5
は少年の頃から文学好きであったから，このことで一種の罪悪感，あるいは後めた
さle，絶えず悩まされていたことと思う。彼は後年になっても，自分の文学三昧を
卑下し，恥ずべきものとしていたように思われるふしがある。
　またスコットは，自分が正規の教育を受けずle，気儘な読書ばかりしてきたので，
人生で重要な判断力と知識を身1こつける機会を逸したことを，折にふれては嘆いて
いるが，このことからも，彼が心に描いた紳士像において，常識と判断力とが必須
な資質であり，夢想癖や，文学好きは，むしろそれには不似合いなものと考えてい
たことを知ることができる。しかし，スコット自身は，自分の教育上の欠陥を，そ
の後の懸命な努力ICよって補なうこと1ご成功し，いまでは常識も判断力も立派1こ備
え，社会的地位1こも恵まれた四十三才の男盛りを迎えている。彼ICは，自分はウェ
イヴァリーのような未熟な，頼りない状態をすでに脱してしまった，という自負が
ある。その自負から，成年スコヅトは，この小説の中で，一段と高い所から，未熟
なウェイヴァリー青年を冷静な眼で眺め，椰楡しているのだと考えるのは，それほ
　ど不自然ではないだろう。スコットにあって，判断力が備わり，物を理性的IC正し
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くとらえる能力は「物には二面性がある」という認識を，その根底としているよう
である。⑱　成人となったスコットには，その二面性が理解できている。しかるに
未熟なウェィヴァリーは，それが全く理解できずに，盲目的に，一面的にロマンチ
シズムの追求に没頭する。その未熟さを，作者がその都度指摘する。というパター
ンが，小説「ウェイヴァリー」のおもに前半の話の進めかたになっている。このよ
うな事情から，四十三才のスコットは，．ウェイヴァリーが自分ではないと言ってい
るのではないかと思われる。
　しかし，1814年当時のスコットとは違っていても，やはりウェイブァリーはス
コットの分身と考えるべきである。そして常識人となったスコット‘こは果すことの
できないロマンチックな冒険を，彼に代ってクェイヴァリーが，しゃにむに実行に
移していると考えるべきではないだろうか。ウェイヴァリーの一連の行動こそ，ス
コット自身の「白日夢」の実現にほかならないのではないか。そしてスコットの意
識の中で「ロマンチシズムの追求」と「反乱」とは紙一重であるが故に，彼は彼の
分身ウェイブァリーを軍人に設定して，反乱にまで走らせたのではないだろうか。
　しかし彼の分身は，いつまでも未熟な夢想家でいるわけにはいかない。歴史の意
味するものを熟知している作者スコットの視点leまで成長して，スコットが語りか
けたい歴史観を代弁する役目を担っているからだ。若い頃のスコットの心の軌跡を
辿って，　「魅惑」から「幻滅」までを体験して，反乱軍から離脱したウェイヴァリ
ーは物の「二面性」を見抜く眼も備わり，立派な判断力を持った青年に晟長してい
る。しかも，常人にはない感受性にも恵まれている。ちょうど作者自身と同じレベ
ルにまで達しているわけである。だからウェイヴァリーが再びスコヅトラソドに赴
く段階では，ウェイヴァリーの視点はスコット自身の視点と重なっていると考えて
よい。反乱に加わった古い同志たちの悲壮さ，崇高さに感動し，涙しているのは，
ほかならぬ作者自身なのである。彼らの悲壮感溢れる「落日の美しさ」はスコット
が「過去の栄光」に捧げたエレジーなのだ。しかしこの魅力的な”Heroic
Past”の世界に，「溜息をつきながら」別れを告げ，「現実」の世界へ去って
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行かなくてはならないというのが，歴史家スコットの理性的判断である。だが，こ
の魅惑的な世界を非情な歴史の営みにまかせて，忘れ去られるままにしておくのは，
古いスコットランドを愛するスコッNcとって，実に辛かったはずだ。またスコッ
ト自身にしても，古いスコットラソドに対する燃え上るばかりの憧憬と，悶々の愛
国の情を抱きながら，常識人をよそおってこれを圧殺し続けることも苦しいことだ
った‘こ違いない。彼はこの愛国の情を解放する方法について思い悩んだことだろう。
再び「反乱」という手段に訴えるなど，無論問題外である。彼の理性が許すはずが
ない。ところがこの「引き裂かれた忠誠心」のジレソマから脱けだすためにスコッ
トが選んだ方法が，ほかでもない分身ウェイヴァリーの生きざまの中tc，暗示され
ているのを我々は知ることができるのだ。
　ウェイヴァリーがローズと結婚することでイソグラソドとハイラソドの中間‘こ位
置するタリー・ヴィラソと一体化したことは前に述べた通りだが，タリー・ヴィオ
ラソはハイランドの荒々しい世界が，現実としてではなく，民謡や民話などの伝承
文学の形で，今なお息ずき，ハィラソド的美しさと人工的な新しい世界とが調和し
ている「妥協」と「文学的伝統」のシソボルである。ローズとの結婚によって，ウ
ェイヴァリーはこの「妥協」と「文学的伝統」の世界と一体化したと考えられる。
彼はこの世界の中に融合し，館をゴシック風に改造し，従軍当時の武器や衣裳，そ
れに当時をしのばせる肖像画などを飾り，妻や子に詩を読んで聞かせたり，従軍当
時の話を聞かせる生活をしていると暗示されている。っまり「実際行動」ではなく，
　「芸術」の形で，　「ロマソチシズム」を追求している彼の姿がそこIC暗示されてい
るのを知ることができる。
　ところで，この生活がスコットが選んだ生活そのもののパロディとなっているの
だ。スbット自身も，古い文学的伝統が息ずくアボッツフォードの里に，城と見紛
うばかりの壮麗な中世風の館を建てているではないか。その中には，スコットラソ
ドの古い栄光をしのばせる数々の美術品が，ところ狭しと並べられている。そして
彼も，妻や子供に囲まれた「文学三昧」の生活を送りながら，「詩人」あるいは
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‘‘?浮撃盾№奄唐煤hとして，スコットランドの過去の栄光をよみがえらす作品を，次々に発
表しているではないか。っまり古いスコッFランドへの憧憬や愛国心を，「実際行
動」によってではなく，美術品や文学といった「芸術」の形で，熱っぽく表現する
というのが，どうやらスコットが選んだ「妥協」の道だったようである。こうする
ことによって，現政体に対する忠誠心を何ら損なうことなしに，思いきり胸の中に
湧き上る古いスコットランドへの愛国の情を歌いあげられるからである。このよう
な読み方をしてくると，この小説は，スコットの小説家としての，あるいはもう一
歩進めるならば，一個人としての生き方と非常に深い結びっきをもっていることが
解る。作品というものは，多かれ少なかれ，作者の“persona1”な部分とっながり
を持つものだが，この作品は，とくに作者のロマンチシズムを解き明かしている点
や，屈折した愛国心を解放する手段を暗示している点など，ほかの作品には例をみ
ないほど，作者の生き方そのものが，直接的に表現されている故に．ユニークな作
品であるといえよう。また一般にスコットランドを題材とした小説群は，スコット
の作品の中でも，特tc密度の高い作品とされているが，それも，スコットのこの熱
い愛国の情が注入されているためであろう。スコットラソドという特殊な地域性の
中で育った文学者故に，この屈折した表現法しかなかったのはスコットにとっては
不幸であったろうが，彼のこの「理性的」な選択のおかげで，さまざまな陰影を秘
めた文学の開花をここに見たわけであるから，われわれ読者にとっては，むしろ幸
わせだったと言えるかもしれない。
　（この小論は1976年10月16日，大塚英文学談話会において，Sir　Walter　Scott
のWaverlのyについて」という題で，筆者が話した内容ic，一部加筆訂正してまと
めたもめである）
1982年2月23日
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